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１．はじめに１．はじめに１．はじめに１．はじめに

路面騒音評価方法の一つとして、実車・定常走行でタイヤ／路面騒音を測定するタイヤ近接法がある。筆者らは、

タイヤ／路面騒音についてさまざまな検討を行い、タイヤ／路面騒音が速度に依存していることを確認している 1）。

しかし、同一環境条件かつ定常走行で測定しても同一区間内での走行速度を一定に制御することは難しく、設定速度

に対して速度が変動し、音圧レベルも変化する。本報は、定常走行時の速度変動とタイヤ／路面騒音の関係を把握す

るために、同一路面上において速度変動がタイヤ／路面騒音に与える影響について検討したので以下に報告する。

２．測定概要２．測定概要２．測定概要２．測定概要

(1) 測定路面：測定を実施した路面は、平成 13 年 6 月に施工した排水性舗装（最大粒径 13 ㎜・空隙率 20％・厚さ 40

㎜・延長 35m）である。なお、路面の状態は、現場透水試験による透水能で 1130ml/15 秒、路面のキメ粗さは MTM

で 0.82㎜である。解析対象区間は、路面性状がほぼ一定と認められる10ｍ区間とした。

(2) 試験車および試験タイヤ：試験車は、排気量1.76L の乗用車を用いた。試験タイヤは乗用車用のタイヤ（185/70R14）

を使用し、空気圧は210ｋPaとした。

(3) 測定方法：測定方法は、実車・定常走行によるタイヤ近接法とした。タイヤ／路面騒音を測定するためのマイクロ

ホンの位置は、後輪のタイヤ蹴り出し部とし、タイヤ中心から距離 400 ㎜，高さ 130 ㎜に取付けた。また、測定時

にはマイクロホンによる音圧信号と乗用車に取付けた速度信号をサンプリング周波数 20.48kHz にて同時にサンプ

リングした。

(4) 測定条件：走行速度の設定は、40,50,60km/h とした。また、速度のばらつきによる影響を把握するために、定常

走行時の試験車両を、測定区間内で速度を上・下させた際のタイヤ／路面騒音の測定も実施した。なお、速度を上・

下させる場合はギヤが変わらない程度にアクセルを調整した。測定時の気象・環境条件は一定のもとで実施した。

(5) 解析方法：解析方法は、サンプリングした速度信号から測定車の位置を算出し、解析区間 10ｍの音圧信号、速度

信号を抽出した。この抽出データより音圧レベル、平均速度、速度の変動幅（速度の最大値－最小値）を算出した。

３．速度と音圧レベルの関係３．速度と音圧レベルの関係３．速度と音圧レベルの関係３．速度と音圧レベルの関係

(1)速度変動が音圧レベルに与える影響

測定区間内において、平均速度が 50±1km/h となる区間内の速度変動

の一例を図１に示す。この図より、平均速度が 50±1km/h とほぼ同一

走行でも、区間内でさまざまな速度変動が生じており、中には、測定

区間内における速度で50±1km/hを外れるものも認められる。そこで、

同一区間内においても速度は、一定かつ上・下変化するため、対象区

間内の（始点速度－終点速度）が±0.5km/h 以内を一定、－0.5km/h 以

下を上昇、＋0.5km/h 以上を下降と区分し、平均速度とタイヤ／路面騒

音の関係を整理した。整理したものを図 2 に示す。この結果、平均速

度の増加に伴い音圧レベルは増加しており、走行速度の違いが音圧レ

ベルに与える影響は大きい。また、速度上昇しているものは、一定走

行しているものに比べて音圧レベルで0.5dBA 程度大きく、速度下降し
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図 1 平均速度50±1km/h による速度変動
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ているものはばらつきが大きい。

次に、ほぼ同一速度で一定速度走行した場合と速度上昇した場

合との周波数特性を図３に示す。この結果、速度上昇してるもの

は周波数 100～200Hz 付近で音圧レベルが大きくなっており、速度

下降しているものについても一部同様な傾向が認められた。この

ことは、速度の上昇や下降によってタイヤに加わる圧力の変化や

タイヤの変形等によって生ずるマイクロホン位置の変化によって

音圧レベルに影響をもたらしたものと考える。

(2)速度変動幅が音圧レベルに与える影響

走行速度の変動幅が音圧レベルに与える影響を把握するために、

速度の変動幅内に対する音圧レベルの回帰式を算出し、その信頼

性について検討した。速度の変動幅に対する回帰式の寄与率ｒ2と、

実測値と推定値による残差平方和の結果を図4に示す。この結果、

対象区間内において速度の変動幅を小さく抑えることによって、

回帰式の寄与率が高くなり、残差平方和が小さくなることが確認

できる。これより、速度の変動幅を小さくすることは、タイヤ／

路面騒音のばらつきを小さく抑えることができると考えられる。

また、走行速度が 50km/h 近傍における走行速度と音圧レベルの

関係で、速度上昇または下降による周波数特性の傾向（図 3 の傾

向）と速度の変動幅が 0.5km/h 以上の音圧レベルを除去し、区分

した関係を図５に示す。この結果、上記除去したデータは、回帰

線上に測定値がほぼ位置しており、区間内速度の変動幅を小さく、

速度上昇または下降による影響を除去できれば、精度良くタイヤ

／路面騒音を測定できるものと考える。

４．まとめ４．まとめ４．まとめ４．まとめ

(1) タイヤ／路面騒音は、同一平均速度でも速度の変動幅が異な

れば、音圧レベルが異なることが確認できた。

(2) 同一区間内の速度の変動幅を小さく、速度上昇または下降に

おけるタイヤ／路面騒音を除去できれば、設定速度によるタ

イヤ／路面騒音を適切に推定できるものと推察される。

５．おわりに５．おわりに５．おわりに５．おわりに

今回の結果から、タイヤ近接法によってタイヤ／路面騒音を評

価する場合、走行速度の変動が騒音特性におよぼす影響は大きく、

同一区間内における速度の状態を把握することはタイヤ／路面騒

音を評価する上で重要であると考える。今後、調査対象区間では

一定速度で常に走行することが難しいため、速度による変動を測

定し、タイヤ／路面騒音を適正に判定する方法または走行速度に

よる補正等についても検討を行っていく所存である。
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図2　平均速度と音圧レベルの関係
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図 4 速度の変動幅と音圧レベルの関係
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図 5 走行速度 50km/h近傍の音圧レベル
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図3 速度変動の違いにおける周波数特性
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